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あか つ き IR2 カ メ ラ に よ る金星 大気科学

　　佐藤 毅彦、佐藤 隆雄、上 野 宗孝、鈴木 睦、中村 正 入 （宇宙科学研 究所）

．ヒ水 和典 （国立天 文台）、中村 良介 （産業技術総合研究所）、笠 羽 康正 （東北大学）
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　金 星探査機 あか つ き【11に搭載 され た IR2［2］

は、波長 2 μm 帯にお ける金星大気観測 を 目的

と した近 赤外線カ メラで あ る 。 こ の 波長帯 には 、

顕著な 「窓」 （大気主成分 CO2 の 吸収が相対的

に弱 い 領域）が 二 つ 知 られ て い る ［3］。 そ の 波長

（1．73 μm と 2．26 μm ）を用い て金星夜面 を観

測す る と 、 雲 層中部や
．
ド部 （高度 50〜60Rm 付

近） にお ける エ ア ロ ゾ ル 粒 子 の サ イ ズ や 密度 の

情報 ［4］が得 られ、またそれ らを追跡す る こ とで

下層 の 風 速場 ［5】を調 べ る こ とが で き る 。
226

μm 窓 の 長波長側 に は CO 吸収 帯 ［6］が あ りJR2
はそれ を観澗 す る フ ィ ル タ

ー
（2．32pm ） も備

え て い る 。 2．26pm 画像 との 差分は、　 CO 吸馭

の 強度 マ ッ プを与 え る。CO は金星 E層 大気に

おい て CO2 の 光解離に よ り生成 し、それ が下層

大気 に運 ばれ る と考え られ て い る［7］。 したが っ

て 、CO の マ ッ ピ ン グや そ の 濃淡の 追跡 は、子

午面循環 に 関する情報を与え る もの と位置づ け

られ て い る 。

　こ れ ら三 つ の 波長 （1．73，2．26，2．32ym ）が

金星 の夜面観測に使われ るの に 対 し 、も うひ と

つ の フ ィ ル ター2．02　ym は金星 の 昼面観測用で

あ る 。 こ の波長は CO2 吸収帯に 当た っ てお り、

金星大気 中を進む太陽光は雲で 反射 され宇宙空

間へ 出て くるま で の 光路で 吸収 を受け る 。 光路

が長 い （短 い ）ほ ど、吸収が強 く （弱 く）なる。

光路は雲頂が高い （低い ）ほ ど短 く　（長 く）な

る か ら、こ の 原理 を利用 して 雲頂 の 凸凹を調べ

られ る の で ある［81。同 じ くあか つ き搭載 の長波

長赤外線 カ メ ラ HR ［91で は雲頂 の 温 度分布 を

得 る こ とがで きる の で 、IR22 ．02 μm データ と

相補 的な情報 を得 られ る こ とになる．

　IR2 は検出素子 PtSi （1024　x　1024 画索） を

機械式冷却に よ り 70K 以下 に ま で 冷やす必 要

が あるた め、2010 年 5 月 21 日の 探査機 打ち上

げ以来、限られた時期に 間欠的に運用 され た 。

それ らは黄道光 の 観測 （2010 年 10 月、H バ ン

ド・
フ ィル ター）、地球 ・月の 撮像 （2010 年 11

月、2，02 μm ）、小位相角に お ける金星 の 測光観

測 （20 ］］年 2 月〜3 月 、
2．02 　pmi） で ある 。

こ

れ らの 運 用 を通 じて、IR2 は機器 の 必 要温度 へ

の 冷却が 止 常に 機能する こ と、光学系が期待通

りの 撮像性能を有す る こ とが確認 で きた ［2］。地

球 ・月の デ
ー

タは測光キ ャ リブ レ
ー

シ ョ ン に活

用 で き、金星 測光デー
タは IR1［101で取得 した

もの と合わ せ 「位相 曲線解析に よ る雲層構造推

定 」 とし て成果を発表 して い る［11］。

　 2015 年 12 月 の 金星周回軌道投入 が成功 L た

あか つ き に は 、IR2 は 上記 四っ の 波長 で金星を

観測 し、他 の 測器団 とともに 、金星 の 雲や 大気

運 動に関する重要な科学的貢献を果た し た い と

期 して い る 。
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